
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

〒

（住所）

（電話）

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

医療事務検定1級 ③ 161人 156人

医療秘書技能検定3級 ③ 161人 142人

パソコン検定3級 ③ 124人 123人

人

人

人

％

名古屋医療秘書福祉専

門学校
平成28年2月19日 村橋　一成

451-0045

愛知県名古屋市西区名駅2丁目27-28

052-561-1148

（別紙様式４）

令和4年7月31日

（前回公表年月日：令和3年10月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦

〒113-0033

東京都文京区本郷三丁目23番16号

（電話）

商業実務 商業実務専門課程 医療秘書科
平成12年文部科学省

認定
―

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、医療業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技

能を教授することによって、明日の医療業界を担う人材を養成することを目的とする。

03-3814-6151

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成28年2月19日

修業年限
全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数
講義 演習 実習 実験 実技

480人 332人 0人 10人 26人 36人

0 0
単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
62 80 35 4

就職等の

状況※２

（令和３年度卒業者に関する令和４年５月１日時点の情報）

■就職指導内容

担任による就活指導・エリア担当制による就職希望地域制

指導・学内会社説明会実施・外部機関による面接指導・業

界人による業界理解講話・卒業生講話

■卒業者数 161

学期制度
■前期：4月1日～9月30日

■後期：10月1日～翌年3月31日
成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法

長期休み

■学年始：4月1日～4月11日

■夏　 季：7月22日～8月31日

■冬　 季：12月24日～1月9日

■学年末：3月26日～3月31日

卒業・進級

条件

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

クラス担任制をとり、本人および保護者との電話連絡なら

びに三者面談を実施し、常に状況の確認を行う。また担任

のみならず、カウンセリングルームの紹介など、学校にか

かわる全教職員でのサポート体制を敷いている。

パフォーマンスコンクール

三幸フェスティバル等行事の委員

ボランティア

■サークル活動： 無

■就職希望者数 161

■主な就職先、業界等（令和3年度卒業生）

主な学修成果

（資格・検定

等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

医療事務員

総合病院・クリニック・調剤薬局・歯科医院

■就職者数 161

■就職率　　  　　　 　　　　： 100

評価の基準：

シラバスに定められた基準に基づ

き、100点法で素点を出し、それを

20で割り四捨五入した5点法に換算

する。

評価の方法：
試験、レポート、履修状況等を総合

的に勘案して行う。

卒業要件：

本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒

業を認められた者に卒業の認定を行う。所定の単位は、卒

業要件として以下のとおりとする。

（１）卒業要件単位数は、３１単位に当該学科の修業年限

相当数を乗じた単位数以上とする。

（２）卒業に必要な要件については、科目配当表記載の通

りとする。

進級要件：

なし



％

（令和 3

10 名 3 ％

就職等の

状況※２

主な学修成果

（資格・検定

等）

※３

： 100 ※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当す

るか記載する。

①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの

②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

　

■自由記述欄

（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他

なし

■卒業者に占める就職者の割合

年度卒業者に関する令和4年5月1日時点の情報）

■中途退学の主な理由

精神疾患・進路変更・モチベーションの低下・人間関係など

■中退防止・中退者支援のための取組

担任制の導入・担任による個人面談の実施（学校生活全般のサポート）・教科担当による補講（学習のサポート）・スクールカウンセ

ラーの設置・保護者との連携

経済的支援

制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度： 有

※有の場合、制度内容を記入

特待生入学制度

■専門実践教育訓練給付：

中途退学

の現状

■中途退学者 ■中退率
令和3年4月1日時点において、在学者353名（令和3年4月1日入学者を含む）

令和4年3月31日時点において、在学者343名（令和4年3月31日卒業者を含む）

※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、

休学中の者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。

（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について

①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。

②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた

者は就職者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。

（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのア

ルバイト者数や進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）

認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のう

ち、修了と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学

科における代表的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

当該学科の

ホームページ

ＵＲＬ

http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/

（留意事項）

１．公表年月日（※１）

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報

を反映した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）

 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６

号）」に留意し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。

（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。

②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手

伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含みません。

③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出され

た者）をいいます。

給付対象

※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による

学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無

※有の場合、例えば以下について任意記載

http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/
http://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/


種別

②

③

③

③

③

③
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原田　万英 中部ろうさい病院
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

髙取 　幸江 社会福祉法人聖霊会　聖霊病院　事務次長
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

今瀬　亘 社会医療法人厚生会　多治見市民病院　医事課部長
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

松本　悦子 日本赤十字社愛知医療センター　名古屋第二病院
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

桐畑　友香 名古屋医療秘書福祉専門学校　教務課長

水野　綾香 名古屋医療秘書福祉専門学校　教務主任

飯島　聡平 名古屋医療秘書福祉専門学校　副校長

池田　直樹 名古屋医療秘書福祉専門学校　教員

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他

の教育課程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関す

る基本方針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的とし

て、教育課程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・

工夫に生かす。

　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項

　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項

　（３）教科書・教材の選定に関する事項

　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等

またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定

団体等と関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内

容に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教

育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。

具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程およびシ

ラバスの改善素案が作成され、医療秘書分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。

提案に基づき、医療秘書分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

大附　香 医療法人いつき会グループ　理事本部長
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

令和4年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

森谷　裕司 医療法人社団大須賀医院　おおすが整形外科　理事
令和3年4月1日

～令和5年3月31日（2年）

石井　彩也美 名古屋医療秘書福祉専門学校　教員

西元　未帆 名古屋医療秘書福祉専門学校　教務主任



（年間の開催数及び開催時期）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ

と。

　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）

　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、

　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）

　　　②学会や学術機関等の有識者

　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。

①医療秘書科学術大会について

2020年度より医療秘書科の学生が参加している。学術大会に参加することにより、実際の医療現場の課題を把握す

るとともに、相手にわかりやすく説明する力を身に付ける。教育課程編成委員会の中からご意見をいただいた内容な

どを盛り込んだり、医療機関にアンケートを取得し、発表内容を作り上げている。

②学生指導について

学校現場における教育指導課題に対する現場との意見交換を実施し、具体的改善案の検討を進めた。カリキュラム、

授業シラバスへの反映と併せ、学校における医療従事者教育の本質（社会人・医療従事者教育）を考える機会とし

た。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っているこ

と。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

医療業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基準・方法を設定し、医療関係者等からのフィードバックに基

づいた成績評価を行うことを基本方針とする。本校のカリキュラムの一環として、医療機関実習を導入しており、実

習を通して医療現場及び医療事務業務の実務を体験し、知識の習得度の確認と実践、現場で実際に患者様、職員様と

のコミュニケーション、対応力を学ばせて頂くことを目的としている。1年次に1週間、2年次に3週間の計4週間の実

習期間を設定し、可能な限り長期間で医療現場での経験を積ませて頂くことで、仕事の緊張感、厳しさのみならず、

充実感や遣り甲斐を見出すことでその後の学習意欲の向上と積極的な就職活動へ繋げていくことを狙いとしている。

改めて現場実習の狙い、目的を以下の通り記載する。

①学校で履修した知識、技術を医療機関において確認するとともに、医療従事者としての自分自身を問い直す機会と

する。

②医療機関における医療従事者の職務内容の理解と、医療現場の仕組みや体制を把握し、自らの社会的役割と責任を

学ぶ。

③職員様との関わり、患者様とのコミュニケーションを実体験し、社会人としての対応力を高める。

（開催日時（実績））

第１回　令和3年12月7日　15:30~16:30

第２回　令和4年  7月1日　15:30~16:30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

医療秘書科1年次後期に1週間、2年次前期に3週間の医療機関実習を実施。予め実習を受諾頂いた医療機関におい

て、受付業務、レセプト業務、電話対応業務等の各医療機関に定められた医療事務業務、秘書業務を実践（1年次は

見学）し、その処理能力、対応能力の現状把握と向上に努める。　期間中は医療機関側に教育指導を依頼し、業務姿

勢への指導、実践業務への教育を頂き、指定期間終了後は実習評価として、1年次は『あいさつ・反応』『身だしな

み・マナー』『言葉づかい』『実習への意欲』、2年次は『基礎・能力』、『生活態度』、『実習態度』を評価頂く

こととしている。

　また、医療機関で求められている人材の理解を深めることを目的とし、医療機関の方に直接来校いただき、医療秘

書科2年次に模擬面接を実施することとしている。

　本校担当教員についても学生の現状の習熟度と課題を明確にさせ、以降においての学習に努められるよう、実習期

間前後の打合せや巡回訪問を重ねながら連携を図っている。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

就職対策Ⅱ
医療機関実習や就職活動のルールを理解し、卒業後の

自分を前向きイメージできる準備をする

名古屋大学医学部附属病院・岩

倉病院・三九郎病院　等

※連携施設総数　10施設

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

令和4年5月26日（金） 対象： 担任・職員　20名

医療従事者として働く人材に求めることや採用される人のポイントについて講話いただいた。また

就職後、活躍できる人材となるために、学生時代に学ばせておくべきこと、身に付けさせておくべ

きことを学び、今後の学生指導に活かせる知識を得た。

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の医療業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界

ならびに実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのため

に、「研修等に係る諸規程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。

・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修

・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

医療業界で求められる人材について 連携企業等： おおすが整形外科

令和4年年3月31日（木） 対象： 全職員105名

①セルフエスティーム(自己肯定感)の考え方とその影響について理解する②自分自身のセルフエス

ティームの状態を知り、セルフエスティームを高めるためのヒントを得る③生徒や周囲の方々との

関係の中で、相手のセルフエスティームを高めるような働きかけのヒントを得る。

②指導力の修得・向上のための研修等

教育力向上研修 連携企業等： ㈱ビーコンラーニングサービス



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

「ビジネス数字力」向上セミナー 連携企業等： 株式会社決断力

令和4年8月19日 対象： 担任・職員　20名

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

令和4年8月19日 対象： 担任・職員　20名

三幸学園の強みを把握しながら、現状の課題について理解し、診療情報管理士教育機関とキャリア

アップについてや、必要とされる診療情報管理士とは等、今後の学校運営・生徒指導に活かせる内

容を学ぶ。又、卒業後も現場絵活躍できる人材を育成するためにどうすればよいか等も学ぶ。

 ”今後の「診療情報管理士」養成に大切なこと” 連携企業等： 一般社団法人日本病院会

②指導力の修得・向上のための研修等

人が育つ魔法の仕組みづくり 連携企業等： (株)実践教育ラボ代表

効率的に仕事をすすめるため（仕事が出来るビジネスパーソンになるために）に、『数字力』を鍛

えることで、仕事上の決断に当たっての目標や根拠を具体化できる能力について学ぶ。

①人生の幸せはどれだけ多くの人をどれだけ喜ばせることができたかだけで決まる②自分への存在

承認が幸せの第一歩③確信を持つ者は、あきらめずに課題に向き合い続ける

各部門の課題を理解し、前例にとらわれずにチャレンジし続ける組織であるためには、どのように

学校運営をするべきかを学ぶ。

皆さんに伝えたい教育に活かせる幸せの法則 連携企業等： 株式会社アビリティトレーニング 

令和5年2月22日（水） 対象： 全職員105名

令和4年8月24日 対象： 職員4名

（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営
（３）教育活動 （３）教育活動

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表してい

ること。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させているこ

と。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設

置して、教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。

学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評

価の結果を基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた

意見についてはすみやかに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとす

る。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務
（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守

（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援
（６）教育環境 （６）教育環境

（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 （１１）国際交流

※（１０）及び（１１）については任意記載。



種別

業界関係者

業界関係者

業界関係者

業界関係者

業界関係者

卒業生

業界関係者

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。

項目ごとに話し合われた評価をまとめ、改善点について「短期・中期・長期」の視点より分類し、短期目標についての改善点

について検討した上で、検討内容について次回学校関係者評価委員会へ提出することとする。また、挙げられた意見や評価に

ついては、学校運営の改善に活かすために教職員間で共有・改善策の立案と施行に励んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（３）学校関係者評価結果の活用状況

令和4年7月31日現在

澤木　勇士
愛知県厚生農業協同組合連合会

稲沢厚生病院　医事課　課長

令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

新田　浩平 名古屋大学医学部附属病院　医事課 係長
令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

宮上　英善 医療法人赫和会 杉石病院 事務長
令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

日高　安成 医療法人明和会　辻村外科病院 事務長
令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

森　彩乃 医療法人知邑舎 岩倉病院　医療事務
令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

中上　純二
特定非営利活動法人　ふれあいサポート

副理事

令和4年4月1日

～令和5年3月31日（1年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf

公表時期： 令和4年8月29日

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状

況に関する情報を提供していること。」関係
（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下

の姿を目指す。

１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の

活性化や学校運営の円滑化につなげること。

２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適

性にあった望ましい進路の実現に資すること。

３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の

対話が促され、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の

改善につなげること。

https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/nagoya-med/disclosure/kankeisya.pdf
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1 〇
ビ ジ ネ ス マ

ナーⅠ

サービス接遇、秘書業務の学習を通して、

１年次実習におけるマナー全般の知識を習

得する。実習や就職対策、社会人として必

要な基本常識を理解する。

1

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

2 〇
ビ ジ ネ ス マ

ナーⅡ

秘書業務についての学習を通して、１年次

実習におけるマナー全般の知識を習得す

る。実習や就職対策、社会人として必要な

スキルを身につける。

1

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

3 〇 ペン字Ⅰ
字に関する、きれいに書く技術・知識を身

に付ける。

1

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

4 〇 ペン字Ⅱ
字に関する、きれいに書く技術・知識を身

に付ける。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

5 〇
パソコン演習

Ⅰ

タッチタイピングを習得し、早く正確な入

力を身につける。また、Word・Excelの操作

などを習得し、実際の業務に役立つスキル

を身につける。

1

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

6 〇
パソコン演習

Ⅱ

タッチタイピングを習得し、早く正確な入

力を身につける。また、Word・Excelの操作

などを習得し、実際の業務に役立つスキル

を身につける。

1

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

7 〇
プレゼンテー

ション実践Ⅰ

就職活動に向けて、自分をPRできるように

準備をする。⇒ 自己分析･自己開示･自己主

張･聞く力･思考力･判断力･表現力を身に付

ける。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

8 〇
プレゼンテー

ション実践Ⅱ

就職活動時、自分をPRできるようにする。

⇒ 自己分析･自己開示･自己主張･聞く力･思

考力･判断力･表現力を身に付ける。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

9 〇
未来デザイン

プログラムⅠ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調

和」を体現する為の授業として、7つの習慣

を体系的に学ぶことで、社会人／職業人と

してあるべき人格を高め、主体性を発揮し

て物事にチャレンジできる人材に成長す

る。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（商業実務専門課程医療秘書科）令和4年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配

当

年

次

・

学

期

授

　

業

　

時

　

数

単

 

位

 

数

授業方法 場所 教員 企

業

等

と

の

連

携



10 〇
未来デザイン

プログラムⅡ

三幸学園の教育理念である「技能と心の調

和」を体現する為の授業として、7つの習慣

を体系的に学ぶことで、社会人／職業人と

してあるべき人格を高め、主体性を発揮し

て物事にチャレンジできる人材に成長す

る。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

11 〇 就職対策Ⅰ

就職活動の準備や働くことに対しての意識

を醸成する。現場をイメージできる実習へ

の準備をする。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

12 〇 基礎看護学Ⅰ
医学の基本である解剖学・生理学の基礎知

識を理解する。

1

年

・

前

期

60 4 〇 〇 〇

13 〇 基礎看護学Ⅱ
医学の基本である解剖学・生理学の基礎知

識を理解する。

1

年

・

後

期

30 2 〇 〇 〇

14 〇 疾患学Ⅰ

学んだ人体のしくみを基礎に、疾病の成り

立ちや診断（検査）、治療法を内科・外科

の両面より習得する。

1

年

・

後

期

30 2 〇 〇 〇

15 〇
医療秘書概論

Ⅰ

病院実習に役立ち、就職後には即戦力とな

る医療事務の知識の習得をする。

1

年

・

前

期

30 2 〇 〇 〇

16 〇
医療秘書概論

Ⅱ

病院実習に役立ち、就職後には即戦力とな

る医療事務の知識の習得をする。

1

年

・

後

期

30 2 〇 〇 〇

17 〇
医事ＣＰ・電

子カルテ基礎

医療事務コンピュータの役割と活用性を理

解し、医療事務で学んだ診療報酬算定の知

識を基に医事コンピュータを用いて正確な

算定を行う。電子カルテの入力基礎を習得

する。

1

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

18 〇

医事業務実践

ベーシックＡ

Ⅰ

医療現場で求められている窓口対応を実践

できるスキルを身につける。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

19 〇

医事業務実践

ベーシックＡ

Ⅱ

医療現場で求められている窓口対応を実践

できるスキルを身につける。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

20 〇

医事業務実践

ベーシックＢ

Ⅰ

医療現場で求められている窓口対応を実践

できるスキルを身につける。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

21 〇

医事業務実践

ベーシックＢ

Ⅱ

医療現場で求められている窓口対応を実践

できるスキルを身につける。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇



22 〇
医事業務実践

ベーシックＣ

医療現場で求められている窓口対応を実践

するための医学的知識とスキルを身につけ

る。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

23 〇
医科医療事務

AⅠ

点数表を読み内容が理解でき、様々な算定

に対応できる力を習得する。

1

年

・

前

期

60 2 〇 〇 〇

24 〇
医科医療事務

BⅠ

カルテ内容を理解し、正確にレセプト作成

ができる力を備える。

1

年

・

前

期

60 2 〇 〇 〇

25 〇
医科医療事務

AⅡ

点数表を読み内容が理解でき、様々な算定

に対応できる力を習得する。

1

年

・

後

期

60 2 〇 〇 〇

26 〇
医科医療事務

BⅡ

カルテ内容を理解し、正確にレセプト作成

ができる力を備える。

1

年

・

後

期

60 2 〇 〇 〇

27 〇
医療機関実習

Ⅰ

早期に医療機関の現場を知ることで、学内

の学習以外にも必要な知識・力があるとい

うことを理解する。自分たちが将来進むべ

き業界の理解と今後身に受けるべき知識を

理解し、今後の学習につなげる。

1

年

・

後

期

40 1 〇 〇 〇 〇

28 〇
アビリティUP

Ⅰ

社会人として必要な一般常識を身に付け

る。文章を「書く力・読み取る力」を養

う。

1

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

29 〇
アビリティUP

Ⅱ

社会人として必要な一般常識を身に付け

る。文章を「書く力・読み取る力」を養

う。

1

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

30 〇 就職対策Ⅱ

医療機関実習や就職活動のルールを理解

し、卒業後の自分を前向きイメージできる

準備をする。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇 〇

31 〇 疾患学Ⅱ

内科・外科分野の疾患を知り、各疾患の病

態、経過、検査、診断、治療方法などにつ

いて深く理解する。

2

年

・

前

期

30 2 〇 〇 〇

32 〇 疾患学Ⅲ

内科・外科分野の疾患を知り、各疾患の病

態、経過、検査、診断、治療方法などにつ

いて深く理解する。

2

年

・

後

期

30 2 〇 〇 〇

33 〇 看護学Ⅰ

病院に勤めた時に医学の知識があり、活躍

できるスキルを身に付ける。女性の生理的

機能の特徴を知る、母性のあり方について

理解する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇



34 〇 看護学Ⅱ

病院に勤めた時に医学の知識があり、活躍

できるスキルを身に付ける。女性の生理的

機能の特徴を知る、母性のあり方について

理解する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

35 〇
リスクマネジ

メントⅠ

医療安全、個人情報保護法などの知識を身

につける。現場で起こりうるヒヤリハッ

ト・クレーム処理等を理解する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

36 〇
リスクマネジ

メントⅡ

医療安全、個人情報保護法などの知識を身

につける。現場で起こりうるヒヤリハッ

ト・クレーム処理等を理解する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

37 〇
医科医療事務

Ⅲ

より高度な医療事務の知識を身に付け、現

場で求められているDPCの基礎を習得す

る。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

38 〇
医科医療事務

Ⅳ

より高度な医療事務の知識を身に付け、現

場で求められているDPCの基礎を習得す

る。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

39 〇

レ セ プ ト

チェック実践

Ⅰ

現場で求められているレセプトチェックの

スキルを習得する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

40 〇

レ セ プ ト

チェック実践

Ⅱ

現場で求められているレセプトチェックの

スキルを習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

41 〇
医事CP・電子

カルテ応用Ⅰ

1年次に身に付けた医療事務コンピュータの

役割、必要性を更に理解する。医療事務で

身に付けた知識を基に、コンピュータを用

いた算定技術の習得を深める。電子カル

テ、DPCの入力技術を習得する。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

42 〇
医事CP・電子

カルテ応用Ⅱ

1年次に身に付けた医療事務コンピュータの

役割、必要性を更に理解する。医療事務で

身に付けた知識を基に、コンピュータを用

いた算定技術の習得を深める。電子カル

テ、DPCの入力技術を習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

43 〇
病院管理と社

会保険Ⅰ

医療事務員として勤務していく上で必要な

医療制度や法令・現代医療の課題を理解す

る。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

44 〇
病院管理と社

会保険Ⅱ

医療事務員として勤務していく上で必要な

医療制度や法令・現代医療の課題を理解す

る。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

45 〇 心理学
医療従事者として必要な心理学の知識を学

び、日常生活や仕事で活かす。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇



46 〇 介護事務Ⅰ

介護保険に関してや、介護報酬算定（レセ

プト作成）などの専門的な知識を身につけ

現場で活かす。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

47 〇 介護事務Ⅱ

介護保険に関してや、介護報酬算定（レセ

プト作成）などの専門的な知識を身につけ

現場で活かす。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

48 〇 手話
手話を使用して聴覚障害者の患者の対応が

できる。

2

年

・

通

年

30 1 〇 〇 〇

49 〇 歯科医療事務
医科医療事務だけでなく、歯科医療事務を

学ぶことによって、就職先の幅を増やす。

2

年

・

通

年

30 1 〇 〇 〇

50 〇

医事業務実践

アドバンスＡ

Ⅰ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

51 〇

医事業務実践

アドバンスＡ

Ⅱ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

52 〇

医事業務実践

アドバンスＢ

Ⅰ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

53 〇

医事業務実践

アドバンスＢ

Ⅱ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

54 〇

医事業務実践

アドバンスＣ

Ⅰ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

55 〇

医事業務実践

アドバンスＣ

Ⅱ

現場に出たとき即戦力となるために必要な

知識、技術を習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

56 〇
医療機関実習

Ⅱ

医療機関の現場を知ることで、学内の学習

以外にも必要な知識・力があることを理解

する。自分たちが将来進むべき業界の理解

と身に着けるべき知識を理解し、今後の就

職・学習につなげる。

2

年

・

前

期

120 3 〇 〇 〇

57 〇 接遇外国語Ａ

医療事務員が受付で外国人患者とコミュニ

ケーションを図るために必要な実用的英語

表現を身に付ける。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

58 〇 接遇外国語Ｂ

医療事務員が受付で外国人患者とコミュニ

ケーションを図るために必要な実用的中国

語表現を身に付ける。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇



59 〇 筆記試験対策

社会人として必要な一般常識を身に付け

る。

文章を書くテクニックを習得し、文章力を

養う。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

60 〇
医療秘書診療

科別研修

医療現場で即戦力となるため、各診療科に

特化した実践的な知識・対応を身につける

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

61 〇
医療事務ゼミ

ナールⅠ

点数表を読み解き、幅広い診療報酬算定ス

キルを身につける。DPC、特定入院料、短

期滞在手術基本料など大病院でのさまざま

な特殊症例について修得する。

2

年

・

前

期

60 2 〇 〇 〇

62 〇
医療事務ゼミ

ナールⅡ

点数表を読み解き、幅広い診療報酬算定ス

キルを身につける。DPC、特定入院料、短

期滞在手術基本料など大病院でのさまざま

な特殊症例について修得する。

2

年

・

後

期

60 2 〇 〇 〇

63 〇 医事CP応用Ⅰ

電子カルテシステム・DPCを深く学習す

る。医療事務コンピュータ操作の技術を向

上させる。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

64 〇 医事CP応用Ⅱ

電子カルテシステム・DPCを深く学習す

る。医療事務コンピュータ操作の技術を向

上させる。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

65 〇
看護補助実習

Ⅰ

看護助手として患者様と接するに当たり、

信頼関係を築くために技術と基本的知識を

確実に習得する。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

66 〇
看護補助実習

Ⅱ

看護助手として患者様と接するに当たり、

信頼関係を築くために技術と基本的知識を

確実に習得する。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

67 〇
メディカルク

ラーク実務Ⅰ

病棟クラークとしての病棟事務業務を把握

し、即戦力として働けるように習得する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

68 〇
メディカルク

ラーク実務Ⅱ

病棟クラークとしての病棟事務業務を把握

し、即戦力として働けるように習得する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

69 〇
地域医療概論

Ⅰ

日本の高齢社会の現状について理解し、そ

れを支える制度・サービスについて理解す

る。高齢者に多い病気等を伝え、実際の援

助方法について理解する。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

70 〇
地域医療概論

Ⅱ

日本の高齢社会の現状について理解し、そ

れを支える制度・サービスについて理解す

る。高齢者に多い病気等を伝え、実際の援

助方法について理解する。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

71 〇
看護クラーク

概論Ⅰ

病院スタッフとしての職業倫理を身につけ

る。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇



72 〇
看護クラーク

概論Ⅱ

病院スタッフとしての職業倫理を身につけ

る。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

73 〇 小児発達Ⅰ

乳幼児期各期における発育の特徴や生活と

保健について学び、子どもの健康に関する

知識を身につける。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

74 〇 小児発達Ⅱ

乳幼児期各期における発育の特徴や生活と

保健について学び、子どもの健康に関する

知識を身につける。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

75 〇
小児の食と栄

養Ⅰ

妊娠から思春期、また生涯における食生活

の現状と重要性を学び、子どもの健康な食

生活について正しく理解する。また、自分

のこれまでの食生活を振り返る機会とす

る。食育について理解を深める。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

76 〇
小児の食と栄

養Ⅱ

妊娠から思春期、また生涯における食生活

の現状と重要性を学び、子どもの健康な食

生活について正しく理解する。また、自分

のこれまでの食生活を振り返る機会とす

る。食育について理解を深める。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

77 〇 小児の基本Ⅰ

発育の特性に応じた遊びや育ちの支援につ

いて学び、乳児期～幼児期の子どもへの正

しい対応を知る。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

78 〇 小児の基本Ⅱ

発育の特性に応じた遊びや育ちの支援につ

いて学び、乳児期～幼児期の子どもへの正

しい対応を知る。

2

年

・

後

期

30 2 〇 〇 〇

79 〇
子どもの心理

学Ⅰ

発達心理学の基礎を学び、医療現場での子

どもや保護者への接し方を知る。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

80 〇
子どもの心理

学Ⅱ

発達心理学の基礎を学び、医療現場での子

どもや保護者への接し方を知る。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

81 〇
マナーホスピ

タリティⅠ

社会人、新人秘書としての立ち居振る舞い

を身につける。スタイル（メイク等身だし

なみ）マナーや知識を身につける。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

82 〇
マナーホスピ

タリティⅡ

社会人、新人秘書としての立ち居振る舞い

を身につける。スタイル（メイク等身だし

なみ）マナーや知識を身につける。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

83 〇
ビジネス文書

実務Ⅰ

前期 社内・社外の文書基礎・文書管理を

身につける。

後期 お礼状・社内外文書の応用を身につ

ける。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇



84 〇
ビジネス文書

実務Ⅱ

前期 社内・社外の文書基礎・文書管理を

身につける。

後期 お礼状・社内外文書の応用を身につ

ける。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

85 〇

病棟コミュニ

ケーション実

務Ⅰ

基礎実習・医療秘書としての知識や秘書技

術の実践を身につける。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

86 〇

病棟コミュニ

ケーション実

務Ⅱ

基礎実習・医療秘書としての知識や秘書技

術の実践を身につける。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

87 〇

ド ク タ ー ク

ラークマネジ

メントⅠ

患者様と医師、医療従事者、病院とのより

よい信頼関係を築けるよう、また、円滑な

チーム医療を展開できるよう、医療文書に

関するさまざまな知識を習得する。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

88 〇

ド ク タ ー ク

ラークマネジ

メントⅡ

患者様と医師、医療従事者、病院とのより

よい信頼関係を築けるよう、また、円滑な

チーム医療を展開できるよう、医療文書に

関するさまざまな知識を習得する。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

89 〇
ド ク タ ー サ

ポートⅠ

医療文書に関するさまざまな知識を習得す

る。電子カルテの代行入力やパワーポイン

トを理解し、医師の事務作業の負担軽減に

なる知識技術を身につける。

2

年

・

前

期

45 3 〇 〇 〇

90 〇
ド ク タ ー サ

ポートⅡ

医療文書に関するさまざまな知識を習得す

る。電子カルテの代行入力やパワーポイン

トを理解し、医師の事務作業の負担軽減に

なる知識技術を身につける。

2

年

・

後

期

45 3 〇 〇 〇

91 〇 ＡＩ知識Ⅰ

人工知能の基本的な考え方やその基礎とな

る関連分野の知識を幅広く身につける。

Pythonの基礎知識を学び、Pythonプログラ

ミングを通して代表的なAPIやサービスの活

用方法を身につける。

2

年

・

前

期

15 1 〇 〇 〇

92 〇 ＡＩ知識Ⅱ

人工知能の基本的な考え方やその基礎とな

る関連分野の知識を幅広く身につける。

Pythonの基礎知識を学び、Pythonプログラ

ミングを通して代表的なAPIやサービスの活

用方法を身につける。

2

年

・

後

期

15 1 〇 〇 〇

93 〇
プログラミン

グ演習Ⅰ

Webサイト制作には欠かすことのできない

コーディングスキルのHTMLの知識と実践

的なスキルを身につける。JavaScriptライブ

ラリjQueryの仕組みと適用方法を学び、サ

イト制作の仕組みを習得する。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

94 〇
プログラミン

グ演習Ⅱ

Webサイト制作には欠かすことのできない

コーディングスキルのHTMLの知識と実践

的なスキルを身につける。JavaScriptライブ

ラリjQueryの仕組みと適用方法を学び、サ

イト制作の仕組みを習得する。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇



95 〇
デザイン制作

Ⅰ

画像加工ソフトのPhotoshopとドローソフ

トのIllustratorの基本から実践スキルまでを

身につける。

2

年

・

前

期

30 1 〇 〇 〇

96 〇
デザイン制作

Ⅱ

画像加工ソフトのPhotoshopとドローソフ

トのIllustratorの基本から実践スキルまでを

身につける。

2

年

・

後

期

30 1 〇 〇 〇

96

期

週

合計 科目 118 単位（2395単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：

以下の条件が揃い、その成果が認められた場合に校長が認定を行う。①

本校に修業年限以上在学していること②所定の単位を修得していること

③在籍期間の学納金が完納していること

１学年の学期区分 2

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

履修方法： 原則として教育課程に定められている順序で履修する。 １学期の授業期間 15

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合について

は、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。


